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3 月 9 日( 木) ★午前 1 1 時 ～ ★午後2 時 ～

ゲス ト : 佐藤敏郎< N P O K ( D S N O W J A P A N 理事 >

慮災当時､ 女川第
一

中学校 (現在の 女川中学校) に 勤

務｡ 生徒たちの想いを五七五 に 込める俳句づくりの授

業を行う｡ 2 0 1 5 年から､ 霹災 当時小学生だ っ た高校

生が若者とデ ィス カ ッ シ ョ ンをする企画を各地で展開｡

N P O カ タリバ アドバイザ ー

､ 小さな命の意味を考え る

会代表､ 女川 エ フ エ ム パ ー

ソナリテ ィ ー も つ とめ る｡

3 月 1 2 日( 日) ★午前1 1 時 ～ ★午後2 時 ～

ゲス ト : 菊地里帆子< 仙台 二 華高等学校 2 年生 >

震災当時､ 閣上小学校5 年生｡ 2 0 1 1 年 7 月 に 開催苫

れた東北六魂祭の フィ ナ
ー

レで
､ 世界中の人々 へ の 感

謝の思いを伝え る作文を朗読 したのをき っ か 削こ､ 被

災地からのメ ッ セ ー ジを税極的 に発信｡ 2 0 1 5 年 3 月

に仙台で開催された国連防災会議で は ､
オ ー プニ ング

佐藤敏郎さん

映像 に出演｡ 被災 した子ども達の復興プロ ジェ ク ト 菊地里帆子さん

も行う｡

朗読 : 渡辺 祥子
1 9 9 1 年フリ ー

ア ナウ ンサ ー と して 独立 し､

仙台 を拠点 に幅広い分野で活躍 ｡
1 9 9 8 年

より朗読家 と して の 活動を開始 し､ 活動の

場を全国 に広げると共 に､ ｢言葉 の 力 ･ 生

きる 力｣ をテ ー マ とした講演や執筆にも取

り組 む ｡ 東 日本大震災以降は､ 被災地 で懸

命に生きる人 々 の姿を積極的 に発信｡ 被災

地と支援者を結ぶ活動を行い ､ 2 0 1 4 年 8

月､ ｢ 3 .1 1 か らの ことづて ～ 災後を生きる

人たちの言葉 ～

｣ (T O ブ ッ クス) を出版｡

ギタ ー : 佐藤正隆
3 歳 の 頃よりギタ

ー を始 め､ 2 0 0 3 年に ソ ロ リサ

♂ イタルを開催し本格的に活動開軌 2 0 1 3 年 ､ 国

際交流基金主催 ｢ 日本 ～ チリ､ はるか な友に心寄

せて｣ プロ ジェ ク トに て音楽を担当 し､ チリの サ

ン チャ ゴなど2 都市で 公演｡ これまで仙台を拠点

に､ 数多く の ソロ ､ ア ン サン ブル の コ ンサ ー トを

開催｡




